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=暉
t■10rt、て いつも感じることは ほ

とんどの人がスマホなどを操作していること

だ 自分の下車駅に贅●すると
'す

みませんJ

とか ,降ります |`の薔鶴もなく無8で人々を

IIさ分けて トアに突き遺んていく 目が触れて

も「失llJともBわれ  ヽそれでも操作を止め

ない人ガいる0らあされる

この瞑は手紙を■く人もりなくなつF‐ すべ

てをメーんで薇まそうとしている 礎tt連く

て〔刊であることは0カるが 人間のしの観カ

さまで

"伝
わら機 よヽうな気ガする それは

“の過ごしてきた簡代と運うから分もしねれ ヽ

ガ

このI晰口やテレとで大きく報しられたよ

うに 凛夜力ら明防 鎮 口 駅

'近
を5躊

間もの日笛
=し

ていた中学 1年生0男支 2人

几 たヽ 深夜であつても多少の人は最つていた

と思う どうして礎もがそれを不思

"と
思わな

か。たのが 私には分からない 私だつたら,ど

うしたの,Jという誂 掛ヽ薩 ¨ 二人

にたまたま層を掛けてきた人は 日鴫を狙つて

いた魔椰だ0たというのが最3し,た 被
=に

量った子ども理0憲度について

“

なる興味だ

けで詮棄するよりも 他人のことについて秘運

は

…

無関心になつている現実を反省

しなければならない 少しても「疑周Jを感じ

たなら きのように「とうしたの
'Jと

も`う薔

菫は出すべきだ それによつて膚待や子ども適

の締

`を

Jしは肺げると思う 隣にどんな人

が住んでいるのが分からる 時ヽ代であつても

助げる事故 ●薔は綺止しなければな諷 ｀

名人等の孤独死の配3を見るたびに 「どうし

て ?Jと思0ているだけでは解決にならない

まずは自分がお面弁を行う

“

ガ先だと思0て

ぃる 子ともについては尚更のことだ

さて 樋鑽 生活しているうとも達

`大

人の

声力けを[うざつL｀Jと3つたり「何だよ―J

と反続鉤になる子もいるだろう し力し本音で

は「自分じけ遊■うめてtヽてもらいたいJと忠
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o‐ るヽ手がぼとんどなのも●冤● [すべて

の子に平等て,と8つている私なの意 それ●

滸t●●lヽのが悩みでもある しかし とんな時

代であつても 助けを感要とする人が沢Шいる

私たちはその人たちを見捨ててはいけ機 ヽ餞

`t見
守られ、ぃるだけで,諄建力さを辱じ

るのが●霙だから患

爛も●_<● 華せとは暖ガさなのだ ものめ

くもりをみなさんと共有したい つ力ちaヽた

い そして「生きてきてよかoたね∫と雹貝る

ような子どもを習てたい 「この施設で日ぃて

,ヽて良がつたJと磯員の琶さんにきつていただ

ける海験にしたい それを創りあげるのが私の

倒∬なのだから

'1.・
、

～饉口■‖ヨ硼層して… ～

エンカ ルホーム

籠酸長  愛連 庭弘

平成2年 1月 18めェン ●tt―ム施設

長に潮I●ヽ しました 安醸 弘で,
お力ではあ味 すが,あ れた磯月に血意を

もoて努力する所存でありますので 罰施酸長

同檄 皆様方のご指

“

ご支援を協味 すようよ

らしくお願い致します

さて 当法人 [子供の剛 は昨年創立 lt周宇

を迎央たと もに新たな世代交代の時期にも入

りました 急激な時代の変化の中t児童姜腱海

盤にも餃々な織籠が今後 益々戒

“

れるよう

になることは覇力ではないてしよう力 そんな

状況の中 壼艘長の任に就いた私J「すべきこ

と1調可刑 を目つた時|■ それま,ある範験の

課題を欄負い 瑠釆●民据英て その市石を

「り 次の世代研 l員さんに,さ置ぃていくこと

■とれだ けできるの力 にRきるのではない0
と書えてtヽます 私0とりの力は徳々たるもの

ですし ,べてを解決してκ ことは不可鷲で

す

`凛
重へのし―ルIりを一つでも多く作ぅ

‐ くヽことにリーターシップをとりつつも 聡員

と協同しな昴 雌 溜デていくこと そしてその

プロセスを通して 田選しのtヽい職場の風■●

多ある以上に脅築してぃくこと をヽ の優昴と

月任ではまい力と受け止めてぃ●,

本当に腱■は 児童の観●な賤量に日々窓賊

苦観しています 荒れる児口や疲弊してしまう

鷺員の気持ちにより添いなお の施験運営の鷺

しさ 大震陵 笑應している苺8o,
に く瀬 構進tして 忍して 攘鴨 なヽtl

昨年亡くなられた俳籠凛倉趣さんの座も0“

だったそうです 課題だらけの私には動 な生

‐‐万は到属出来ない と百も承知してお鮨 す

旗 あスでυ ●ほ刷 、を目らに■き 残された限

られた子供の口での磁モ過ごしてtヽけたらと書

えております 智様のお力をお勘 し Rくして

いく所幕であ味 す

どうぞようしくお踊い致します
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翻 劉 あれCl1   3壺長 機凛  昇

―「ねざoさんいますか?J2人の女の子ガ応

警室に入oて来ました 一人は在日中の中攣生

ですが 他の一人は2`才の卒薗生でした 渇校

卒榮時_軋 て観本会社に嚢菫 今年で0年

目を迎えています「元気だった,この前来た

時はいなわ た

" 
含えて良力った IJと言

われ とても日しく思いました そω可霙らしい

箕願は畢に勁児の時のままで 桑くるしい●を

薇力せていました 1学生の頃は子供の口FC

C者力選手であ核腱代もサッカー部を鮮 蘭続

けたボーイッシュな画もある手です 彼女がφ

摯生を前[して [仕事ではリ ハラもあ
「

_し

駆ガ立ってキしそうな疇tあったけと 転履す

る時によ 讀けたとtヽうこと海 価される力ら

透中で辞めなかつたん7.・ 」とおしていたこと

には大きな繊長を感じました

一昨年には島続在学中の第ガ施設不適応で

憲壼:飽りとなり母親 艘女と同居しています

が 母線が外目人でもあり
=者

口践には節の

彼女が出席してきたとのこと 料理もe親が作

る料理は味付け″腐つぼくておむ食べ _ヽた

めに 姉が作る0もういらИ ヽル ーカツ丼

肉野粟炒め●・ 石校生の需のあにガッツJ系

のメ
=,一

が多いと3う「子供の田にぃると

何で出 て来るからいいよね-lJど,学生の

顔を見ておしていまt● こういつaを 在ロ

中の中学生に自然な形で伝えてくれること

`紅 生きたリービングケアなのだと気つ籠

した 籠 う 1'ち●ん ! |

1適挙のため□

嵩0 ヽともみ

私め高校生活晏後の動 みの思い出は ほと

ば ル′7ゆ 生活でした

これから先 進学するために少しても貯金し

て 自分が選挙の時自らないために奎6ことよ

り列しバイトの方を優先しました もっと夜だち

と濠ぶべきなの力と思いましたが 自分を首や

力したらあ と菫ぷことに夢中にな0てしまうの

で なるべく違ぶと は控スました

控える鬱ができたのは高校の窮 に入ぅ0こ

とでした 冨検では郎活に入ってしヽたので遊ぶ

踊目もそんなになく 部活の仲間と違Sことし

"倹
れていませんでした そのおむげでアルバ

イトに零3できました

部活に入つた力寃 ぶ
"闘

がま なると書は

s渇 己3います放 私は高校の部港で礼爛や

上下関係を摩びました アル′イ トに入って力ら

も礼篠など必薦こなつてくるので出活にスつて

しヽてよかoたと忠は した この経験を進攣や

アルバイトで生0しま,
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8月 2,B子供の町『夏祭り]を記 まヽした タ

万から時折小目が降る中 うともたちと―■に

楽しい時間を過‐ ました ダンスクラブ景猥

く君のアが,テ演員雇員のm太豪演■麟球大

,文,大 共栄大学生による馳 いゲーム企

画も婚絆でした 0年目を迎えた轡8都市内の

外国人腰餃国体「ダローバリしフ,ミリーJの人

たちの働 0も 6カロ的2略に増えました ●I

タイインドネシア′ヽキスタンノルウェー中ロ

など0諫て春8都市内 FFm薔に属住して

いるん0ちで,
韓●チジミツヽキスタンカレーイランのジヤ

ガイモ料理はとても

…

たです

模授店で欄理に携わつたポラン粛 アの方には

事前に検便(赤H薗 サ′しモネラЮ面 )●冥範

してし漱■ ,回榊 03全員ガ願性(■状なし,

でした

男性鳳員がいもに

“

実行侵■の中高生た

ちが諄衝売暗 六付け掃に 生懸鑢 カ

してくれました 文薇大摯供東大専ポランテイ

アの協力も大翼大きな支災で
'

iV燿 い出,

小 6 1しoんすけ

ぼくが壼 ltみにCに残ったことは二つあり

ます ます一つ目は 夏を活動で海に行ったこ

とです 海は入しぶりだoたので少しこわむo
たけれど 海はされいだ0と思いました 夜に

なoて みんなで浜辺で花火をしました その

中でも 線II花火と打ち上げ花火が思い出に

残りました

二つ目の■ 出ヽば 子供の回の凛嬌0(,

口ヽ女 は

"ラ
フの発表をしました

発猥のために―生けん命練選したので 本3・

は,上手に‐tたね Jとは働 れた_●●7うれ

し力発 で

'たくさんのポランテイアさんが来てくれて

ゲームなどもして運びました バチンコゲーム

で1踊■が当たりうれし0‐ で●|ヨ沐みが

終わっ‐ まうのは Jしさみしtけれとを挙

翻わ は 勉強や■動会をガんぼ漿 いと乱 ヽ

ます

ф2 ,力ずき

口のコ休みの燿tWは なんといoてもソ■

ポール‐t僕は小掌
`年

訪 ソフトボーリtt
‐ ては ,解 く起きて 線彗をきばらす顧

張ってやoてきたから上手にaれたと思いま

す

だけど中挙生にな咲部活の練習がいそ″し

くなつtソフトポーリリ 様習に少ししか,加す

ることができなくなり久ぺ●‐練智に出てみる

と 願より学年の下の子がすごく上手になつて

ぃてピ,クリしました

今年の目標ほ 省宰gに樹つためにやoてき

ました パッティング

…

やつてきで

みんなが打てるようになつて見わ たで,3
年の大会では 一回出ま上里挙口に,"1で尉

ち )ヽに籠 口と猥う崎

`も
て 何と,対 0で

脇利することができて目標を達漱して民力丈

です 椰果は準晏贈だけど次は優勝したいで

,
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ぼくの口沐みめ―薔捌思い出は部魅です 菫

体み―Bも休ます部活をしました きつかったり

もしたけど 大会では試8に出してめ 0ヽ‐

ました

I祭りでは

“

球大会やダンスをしました 0
球大会では一回‖で負けたけど楽しかoたです

タンスは少ない0数の燎ヨで踊って■スました

本番て上手に舗れためてよ力,で す

ソフトボールは朝早く小彗校で錬留しました

8書は折笠スパーツ広場で燎習しました 8層

の練習試8で 自分はフアーストランナーローチ

の様ヨをしました 行■●の大会では
',―

スト

ランナーコーチで試8に出ました 上里挙薗に

目ち 層ぼの仕0日に勝ちました 決勝であゆ

み峯口と織つて貪け‐ た とても傷 力oたで

す

夏休みは部活や学校 日の行3■てとても大

費わ たけと とでも充実した菫休みでした

千バーベキュー∫

」ヽ, Sまこと

ぼくの夏休みで 0ヽちばんたのしかiこと

はパーベキユーで
'3%の

にわでやりまし

た しヽちばんおしヽしか、tのは 牛ステーキです

こtヽけさん●|やいてくれて はしもとさんとた

べまtrあつくて大きくておしヽしかつたこ

こうさ0さんがつくつてくれた競さおにざり

もおいしかったです そのBはこう離 んのた

んじょうBてした みんなで「おめてとうJとい

しヽまtF
3月‐●bた はりもとさんもさてくれま F

くらくなつてか弱 んなではなびをしました せ

んこうは●びの0の玉が力ぜでおち,oて き

えちoぃました 出 のあと IIりもとさん・ |

力臭

“

ゃたわら ないちゃいました またきて

ほしいです

厠本みα ちヽはんの思い出です

菫●腑嵐 中會

“ … …

3,さ

●し■●露■3り訳

"関“

日した

「卜踵 J

`| 
たみさき

“

の一番楽し力った思い出は 料理をしたこ

とです 理由はぃらいろな種ぼの料理rllれた

むらです キムチチヤーハンやコ0,ケやたまご

腱 やあげぎようぎなどいうい炒 した

最初はどれも膨 そうだつたけと 作ってみ

●.らどれもあぃしくて だんだん作るのガ筆しく

なつてきました それか配 だ ん自分の意見を

自麦て どんどん手●しン lて 0｀きました コロ

ツケはカポチヤコロツケを作発 ,こ矢販すこ

ともありま暁 でま 貴べる時はガんは枕 應

`ち
りました 海であげる日まチープJ・ 0て

「なつやすみのお■ でヽJ

l, Hはる0と

ば0な つやすみて いちは油分おもい」ま

むUを した_・tす

ことものまちのこうえんで コリつガタとオオ

カナフンとあぷらピみをつ力まな した

とoてもたのし0ヽ● ●すみで眈
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「私の里休劉

1ヽ 5 Hきょうカ

私が 今年の夏休みで―審楽しガ,■ ′は  ど忍いル た

■出県に行つて鰤」や色々な体験をしたことで

,

ぃるとはr.ゃすtヽと数わりました 最密はこわ

tと思いました でもなれてくると あげるのも

戴 くな蟻

これからも
「

る調連は ムリだなと思わない

で自分から獲んでチャレンジしていこうとBい

ます

中を K嬌薫

賣休みに心に残 ●_●V勧 ます

一つは景外出です 私たちは 千葉県にある

木菫

"の

アウトしットに行きました 私はわ たこ

とが無力oたのですごく楽l・●にしてぃました

でこはたくさんお店わ って 欲し0と
"う

もの

‐ ヽ

"い “

ました 私,‐ったのは「臓 乱

カバン」で,どれも例;て2か‐ です もは

,殴行けない所に行つて楽しんできたので こ

の壼―番の8い出にな彼 した また行きたい

です

=つ
日は子供の町のあ祭りです 私は フラン

クフルトカき氷 手ジミ ボラトわたあめとた

くさん食べました 色々な人と口つたり

“

をし

たりしてすoと笑顔でした 来年は3年よりもた

くさん笑顔て楽しい毎8を選ごしていき●.いな

～
=撃

幅日曜銅口して～

● ′ジェルホーム指導員  西何 澪平

今年E力ら男懸 へII助となり 昨年度との

ギ,,プにB々戸懸tt断欝さを感じなお 手

とも違と過ご咲 睾くも壼ガ撻わめ としていま

す

掲尋員として 2年目を理ス 今年僕は■9活

動小彗 1年生を担当し 柏の葉公園でバーベキ

ユーと泳菫びとフスしチックをしてきました

含まで行oたことのなしヽ行き先を開発しよう

と色々な公Eを腕べ候補に挙げ 下見の需には

他の付添贈員の方々に大変な思いをさせてし

まo意した 餞
^な

万に糧趾 つつ何とカプラ

ンを決め 当日は子ともたちも楽しんでくれた

ようで 反省も膳々あ味 すが風功てきた0と

3います

―B自は来拝Ш(ら tヽ はいやま)に21ました

すごくBなШてとても獲れたけと すごくけし

きがよ力oたです
=0日

は力 0デラはく物館

の見挙とクライミング体験を極 した カリtデ

ラは<場館では 昔の富山県のとカイのことが

勉奎にな糠 した クライミン 4`駁はとでも大

受だったけど 二つ上まで豊りされたのがうれ

し力ヽして,
三日目は立出(3い0前 に豊りました すごく

濁くてうようと怖力椀 けと すごくたo●|い感

があ て良かoたです 四日自は日本一の高さ

の澤を見に行さまレ
=す

ご0趙力てした

新し 友ヽ違もできて楽し力ったで,

初の相当撃薇を擬え 改めてヨさんに支わ

れながらB々の住3をこなしていると実懲した

壼でした
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蓼B都市藤の牛島地区に地域

`規
縫兄菫姜

霞施設'日
の花,を目設して

―

ます

私t月0口僣直応機に行<のですが 子ともた

ちが実に欄やかに●らし‐ ●ヽ分です これま

で一度も,早く果なきよ!Jとむ「摯く電きなさ

tヽ ほ ど諧示 注意 比責をしたことがありま

せん そのは要がないのです 勿論 毎Bのこ

らしを,スてい●・ 晨員23′ ―ヽ卜聡員28の 丁

口な関わりがあつてのことですし 瑕主さんで

もある前施掟長ご夫壼の見守り支燿があれま

こその嗚櫛と8います 子ともたちも 市内陸

上大会の選手に週まれたつ人権作文に週ばれ

たり な模生はΦ憫テストで撤撃0,点を助 ク

却 番になoたりと 実に偉び伸びと殖在歯

な力E lt tヽるのです

霰躍的
=覆

実践の試みは歩み出したば

"ですが 生活環境 人詢環境によって子どもた

ちの協めて,ち才能 能力が
=き

出される可能

性が大きいことを実應しています

0月 27日 [粟の花Jの子どもたちと夏体み最

後のお楽しみ企画として 野田市東壼野丼(車

で10分)にある|ブルーベリー農爵もらさ詢

里J(岩本晨口,に行きました 宰ぃにも漱しぃ

8となり さわやかな秋の気配が艦 られる農

口で風いol乱 にヽなるまで完塾ブルーベリー

を獨ませていたださました たわわに実り 校

に手が触れただけでボロボロと藩ちてしまう

腱 完索していました

0 3軍 慶から施設定員を変更しましF.

エンジェ′しホーム   876
8計 180名です

平成18年頃に子とも同士の

“

ト

ラブル 性鉤機11行動 反社会腑 勤など

の背景に大規輌 特面の負の相栗効果

員の連麟があることがお腱 れ 子ともた

ちが生活する空間の環規υ書 (児麒 改築)

と足員規模稲↓V`の必要性●1大きな標題と

されました

定員規模制 とヽは暉労台の家庭鉤贅凛推

進計日の流れに節 する力たちとなり 経

営的にはほしさ

"中
でも [子どもの安

全と安心できる生活環境を整える,ことを

目的に推し動 てきました

く
`,71(昭

利46)年に子供の町ガイ

50名定員になoてから2瀬餃8針 250
名
=員を懸 してきました >

子供の日 ,63

地域小規模籠腱「業の花JO名
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